
協和うとう全　会員名簿

①この名簿は昭和55年1 2月から弱年1月にかけて取材した原稿により作成した.㊤名簿の記載事項は'氏名･所属･流派･生年月日･住所･自己紹介とし,原則として取材

時のものを使用している｡

㊥協和社員以外の所属は､最も近い時期に所属していた事業場との関係を示した｡
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いそ　べ　たけ　お
磯　部　武　夫(元大阪支社･観世)

私が謡を本格的に習い始めたのは昭和21年二十六歳で大西信久師に師事しました｡以来
3 5年になります｡大西先生は岩井派の名門で関西の重鎮です｡稽古は非常にさびし-玄人素人の差別もなく間違えばいつまでも謡わされました｡能は蝉丸のツレ､班女のシテの二番を舞いました.また同人誌能楽通信を発行し約8年100号まで続けたりしましたoお蔭で観世華雪へ梅若万三郎､喜多六平太等故人の能や三老女道成寺等た-さんの能を見せてもらいました｡

いなとめゆういち
稲　留　雄一(本社･観世)

堺工場に勤務していた時､人にすすめられて社友会の謡曲部に入り'約二年間謡曲に親

しみましたが'転勤と同時に遠のき､現在は全-活動はしていません｡うとう会にはその時1度だけ参加しました.(4 9年か5 0年頃､場所は茨木市か吹田市だったと思いますo)あまりくわしく知らない時期に参加したので演目を忘れてしまいました｡今は当時に買った本を見てはうろ覚えでうなる程度ですo

いま　い　こう
今　井　孝一(元防府工場･観世)

協和うとう会のみなさんますますお元気でお勤めのこととお慶び申上げます｡私が謡曲

部にお世話になったのはたしか昭和2 5年'新井先生､水野さんが初めでした｡その後西村さん,浅井さん,森脇さんに指導を受けました｡うとう会には昭和5 1年､湯の山に参加しましたD防府･宇部･門司三工場の合同謡曲会に毎度欠かさず参加させていただきましたが,謡曲を通じお互いの意志疎通が出来たことを喜んでいます｡今は退職しましたが今後ますますの..U発展を祈念いたしますo

いま　だ　よしのぶ
今　田　義　信(元防府工場･観世)

昭和30年に防府工場謡曲部員に加えていただいて以来謡歴20数年になります｡新井大先
生･水野学･西村淳･大坪1弥･浅井昇･森脇亮の各先生方の..U熱心な..U指導を受けてきましたが1向に上達しません.生来の不器用に加えて出たり出なかったりの稽古不熱心さがもたらした当然の結果だといえます｡ところが退職して日がたつにつれ奇妙に謡が恋しくなり､現在は　｢うとう会｣

を唯1の楽しみにぼつぼつ稽古をしている次第です｡

あっし

厚(富士工場･観世)

富士観世のメンバ-といえばきこえも良いのですが､うとう会では文字通りワキ･ツレ

的に末席を汚しておりますo陰りはじめて5年余'大阪以来良き師に恵まれながら一向に上達の兆しなしですが'うとう会がな-なったら下手なりに淋しく感じるものと思います｡世阿弥は〟初心に帰れ″といったそうですが僕は帰るも何も常に初心ですから案外永続きするかも知れません｡それにワキがいてシテが引き立つのですから｡
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かわもりみき　お
河　盛　幹　雄(東京研究所･宝生)

入社四年目'謡歴?年目(未だ全く上達が見られず)'東京研究所に人知れず棲息する｡
宝生流のイロハも知るに至らぬうちに'観世流の妻をめとり､ますます混乱を来たす｡

能舞台は夢としても､友人や後輩の結婚披露宴でなんとか謡いを余興でやれるようにな

るまではがんばってみたい｡

きくもりえっぞう
菊　守　悦　三(大阪支社･観世)

33年大阪事務所酒類課入社を振り出しに'大阪支社特薬課(畜産)､九州支社持薬課を
経て'現在'大阪支社特薬業務課に在籍しています｡

趣味は特にありませんが'強いていえば､へボ将棋くらいしかな-､他に麻雀も少しや
りましたが'厄年を機会に何か変身をと考えていた矢先に､松井総務課長から誘惑されたのに悪のりして､身の程も知らずに本年一月から入会させていただきました｡

きし　だ　ぐん　じ
岸　田　軍　二　(防府工場･観世)

謡い始めて十五年､ささやかでも私の財産の1つにしたいと考えています｡

き　たにまさあつ　,木　谷　正　教(元堺工場･観世)

44年堺工場に転勤すると､川崎さんから業務とt緒に同氏の入っていた社友会の部まで
全部引継ぐことになり'永らく中断していた謡を習った｡｢うとう会｣にもお世話になった｡持ち時間が短すぎると言ったら'新井さんが持ち分を提供してくださって恐縮したが'終って地頭の磯部さんから大分旨-なったと賞められてうれしかった｡堺を出てからまたやめてしまったが'今の仕事を退いたら家内と二人で謡おうかと思っている｡

さのした　としこ
木　下　登志子(元富士工場･宝生)

私と､謡曲との出会いは､ちょうど'二十年前に遡ります｡謡曲を楽しむためには､ま

ず'良い師匠に恵まれること､第二に'愛好者同志のサークル活動があり'発表の場があること'そして'囲りの人々や､家族の理解を得られること､等があげられます｡私が､富士工場に入社した時'このような条件に､すべて恵まれました｡結婚退職後は､中断したまま､現在に至っております｡折あらば､復活したいと､秘かに思っておりますo今後ともよろしくお願いいたします｡
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さいとうひろゆき
斎　藤　弘　之(元大阪支社･観世)

嵐山渡月橋北語より左岸をほんの少し上った｢局茶屋｣の奥に小督局の塚があるが案外

人に知られていない｡注連縄を張った枯古木の傍の自然石が詣でる人も少ないまま今静かに眠って居る｡私は之迄小督の役を何度も貰って居るからかこの慎しやかな悲恋の佳人に何か惹かれるものを感じている｡松風に乗って法輪寺迄届いた琴の音の何と美しい調べであったことか｡今傍の床凡ではその昔を知る由もない若い女性達が屈託のない笑声と共に名物のしるこに舌鼓を打って居るo

さくむらたけ　を
作　村　武　夫(元四日市工場･観世)

ささ　い　よしはる
笹　井　義　晴(防府工場･観世)

ぅとう会参加は第17回､湯の山の山荘で開かれた時が最初で'以来連続出席しておりま
す｡｢謡曲｣も知らずにただ森脇先生の教えられる通りに｢うなる｣だけでまだ恥ずかしさも分からないほどの未熟者ですが他の誘惑にも屈せず練習に精進したいと考えています｡協和うとう会がこれからも益々繁栄し､伝統ある行事に発展してもらいたいものです｡

ささき　いし　ろ,つ佐々木　二　郎(盛岡出張所･観世)

昭和51年8月､盛岡工場休止により､土浦工場へ転勤となり､富岡工場長のおすすめに
ょり始めました｡老年になり麻雀'碁'将棋のみの趣味では何か物さびしく感じ'勉強させていただきましたが､土浦工場一年で盛岡へ再度転勤となり'現在中断しておりますが'時々富岡先生のテープを聞いては早-盛岡で立派な先生について続けたいと念じております｡そして早-〟ハカマ″を着て謡えるようになりたいものです｡

さ　と･つこ･つ　いし佐　藤　恒　治(四日市工場･観世)

私と謡曲の出合いは'富岡(土浦工場長)さん'水野(昭永工業)さん､の勧めによる

もので､鶴亀の稽古からはや七年になりますが'つい昨日のように思われます｡うとう会では､同好の皆さんと毎年会うことができ'謡曲を通してコミュニケーションがはかられ､オール協和の年間行事としてますます発展させるべく勉強してゆきたいと思っています｡
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なかがわとし　お
中　川　年　男(元本社･観世)

私は昨年4月本社｢観世｣の勉碧玉に入会しました｡実は4 0年まだ本社在職中に水原さ

んにお願いして｢宝生｣の会で手ほどきを得たのがそもそも謡への竺歩です｡ところが水原さんの熱烈など指導とは逆に次第次第にしりすぼみになり'遂に中断するという不まじめな会員でした｡昨年2月千代田開発を退任したのを横に思いを新たにして､特に新井会長のお勧めもあり｢観世｣に変わったのですが'今でも水原さんに申訳ないと思っております｡ひたすら精進するのみ｡

なかはらひろあき
中　原　博　明(防府工場･観世)

うとう会も､三回の参加を数えます｡今後も､いにしえの人の心'風情等を大切に'う

たい続けたいと思います｡

なかむらしんいち
中　村　鼻　t　(堺工場･観世)

謡曲部に入部して以来､はや1 0年が過ぎさろうとしています｡入部当初は毎週練習に通

い､｢程々｣　｢竹生島｣　｢小袖曽我｣等の指導を受けたこと'また'発表会の舞台で冷汗を流したことなどが,今では楽し-思い出されます｡最近では謡曲に対する興味も薄れ'練習にも足が遠のさがちですが､今年で｢うとう会｣も2 0周年を迎えることでもあり､これを機に,謡曲の練習に励み'永-続けていきたいと考えています｡

なかむらかず　こ
中　村　和　子(四日市工場元社員家族

謡曲部に籍をおいて頂いたのは'ほんの二'三年で'会員とは名のみで'.Uざいました｡

現在はおけいこもせずにおりますが､機会があれば,もう一度と思っています｡膳下丹田の発声は､ほんとうに気持良いものでございます｡

なが　い　みえこ
永　井　三重子(家族･1空昌士工場･宝生)

一
昭和3 6年富士工場に入社し'当時製剤課長であられた高橋先生に声をかけていただいた

ことが,私と謡曲とのであいでした｡最初の一年間は'ふき出し笑いばかりの不良生徒でした｡でも･水明荘､熱海荘､佐野邸と､うとう会を経験させていただき'とても良い思い出ですo長男(中二)一七〇eo長女(小五二六三'私1五二eo家族にやさしく､いたわられている現在,もう一度､お腹の底から声を出し'謡ってみたい心境です｡
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わたなべ　　かおる
渡　辺　　　薫　(元本社･観世)

兄の琴っ観世流に惹かれて謡曲が大好きになりました｡たまたま電車で会った浜野さん

の持つ手本で質問したら本社で始めるとのことでさっそく入会｡蚊の吃-ような声から出発して大声を出せる時のうれしさ/十冊近く終った所で仙台転勤｡仙台では良師が見当らず止むな-民謡を始め｢さんさ時雨｣を覚えたころにノドを痛めてしまいました｡現在は謡曲も民謡も唄えませんが｢協和うとう会｣の仲間にだけは入れておいて下さい｡

わたなべとみ　か
渡　辺　富　和　(元宇部工場･観世)

32年8月入社､販売'原動'二課'安全'技術(環境)54年2月退職｡現在富士運輸在
職中o宇部工場に謡曲部ができて入部､防府･門司･宇部の合同大会が年7回開催､楽しみでもあり重荷でもありました｡今では楽しい思い出の一つとなっています｡好きなもの羽衣･熊野｡今はなき吉井先生のど冥福をお祈りします｡謡は昔の物語や中国の故事など多く幻想の世界にさそい込まれます｡また友情を深め'ス-レス解消に大いに役立ちます｡

のぼる

昇　(土浦工場･観世)

謡曲のサワ-に接した程度の実力もオボつかないことを自覚しているので､決して｢謡

曲を練習しています｣などとは人様の前では発言しないことにしているのですが'〟うとう会″は楽しい年中行事の一つになっています｡それは①いつも存分に飲めること㊥名所旧跡を訪れること⑨蛮声を出して体毒が1掃されることe-C･･･- ｡みんな幹事様の好手回しのお陰です｡リフレッシュ/練習に精を出して次回に備えます｡
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▼いよいよ討回目を迎える協和うとう会の延べ参加人員は'第20回まででl､

7四四名という計算になります.参加を希望しながらいろいろな事情でやむを
得ず不参加となった同好の士も加えるならば､どれくらいの数になるでしょうか　▼表紙の題字とカットにはじまる〟手づ-り″の｢二〇周年記念誌｣です｡ここに凝縮された協和うとう会の歴史と次の発展への意気を'会員以外の人た渇にも広く理解していただきたいものです　▼水原さんならではの｢20年の足跡｣｡ちょっとまねのできない労作です　▼会員名簿は原稿依頼からかなり時間が経過しているため異動も発生していることを承知しながらフォローできず'原則として取材時のままです　▼い-つかの反省点を残しての発行は心苦しいかぎりです｡(安島)

う　と　う

協和うとう会二〇周年記念誌
昭和五十六年十一月七日発行

東京都千代田区大手町1-六I 1協和醗酵工業株式会社内
協　和　う　と　う　会


